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授 業の概要 ・目 的  

モノづくりや工学問題における最適化の背景と意義の説明の後、最適システム設計問題の

特徴を考察する。次に、工学的な設計問題の解を求める必要性のもとで、最適化の基礎理

論、多目的最適化、組合せ最適化、遺伝的アルゴリズムなどの進化的最適化法を講述す

る。さらに、その方法論を構造最適化、最適システム設計に適用する方法について述べる。 

 

成 績評 価の方 法 ・観 点 及 び達 成 度  

数回のレポートと期末の定期試験により総合的に評価する。 

 

到 達目 標  

最適システム設計法の基礎を身につける。数理的および発見的法による各種最適化問題の

解法と、実際的な最適設計問題への応用を可能とするためのメタモデリング法を理解する。

さらに、最適化の方法を構造最適化問題、最適システム設計問題に適用する方法につい

て、習得する。 

 

 



授 業計 画 と内 容  

項目 回数 内容説明 

最適設計の基礎 1 最適設計の概念と用語 

最適化の方法 4 最適化の必要条件・十分条件の導出と意味の理解 

全応力設計・構造最適化

の考え方 
2 

全応力設計の考え方と限界の理解、構造最適化問

題の定式化とアルゴリズムの導出 

システム最適化 5 
組合せ最適化、応答曲面法、代理モデル、サンプリ

ング法、システム最適化の定式化 

連続体力学に基づく構造

最適化 
2 

構造最適化の分類、変分原理の基礎、構造最適化

問題の定式化 

学習達成度の確認 1  

 

 

参 考書 等  

Panos Y. Papalambros and Douglass J. Wilde: Princples of Optimal Design Modeling 

and Computaion, Cambridge University Press 

 

その他 (オフィスアワー等 )  

日本語の理解が難しい外国人が履修を希望する場合には，英語による講義の対応を行う． 

 


